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¥MAINMENUSAMPLE
メニュー項目の作成

¥MENUITEMSAMPLE
メニューが選択された際の処理

★ ★

✓

本連載は、Visual Basic .NET

（以下VB.NET）の標準コントロー

ルにスポットを当て、とことん使い

込んで、その機能や役割を探って

ゆきます。

ほとんどのWindowsアプリケー

ションには、さまざまな「機能」が

備えられています。たとえばメモ帳

（notepad.exe）を例に取れば、テキ

ストファイルを開く機能、開いた

ファイルの文字列をクリップボー

ドにコピーする機能、コピーした文

字列を貼り付ける機能、修正した

ファイルを保存する機能などなど。

比較的単機能な（と言っては語弊

があるかもしれませんが）メモ帳を

見ても、たくさんの機能があります

よね。

これらアプリケーションの「機

能」を呼び出す際に、ユーザーはア

プリケーションの「メニュー」を使

用して目的の操作を実行します

（図1）。

今回から2回にわたり、この“ア

プリケーションにはなくてはならな

いものと言っても過言ではない”メ

ニューを作成する「MainMenuコ

ントロール」と「ContextMenuコ

ントロール」について見てゆくこと

にしましょう。

MainMenu
コントロール

MainMenuコントロールは、ア

プリケーションウィンドウのメニュ

ーをビジュアルに作成することがで

きるコントロールです。このコント

ロールのクラス階層は図2のように

なっています。

図1：メモ帳のメニュー
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ここで特記しておきたいのは、MainMenuコントロー

ルは他のさまざまなコントロールのように、System.

Windows.Forms.Controlクラスから派生しているのでは

なく、「“System.Windows.Forms.Menu”というクラス

から派生している」という点です。これによりMainMenu

コントロールは、他のコントロールのような、BackColor、

ForeColor、FontなどといったSystem.Windows.Forms.

Controlクラスから継承している一般的なプロパティは

持っていません。

また、MainMenuコントロールが継承しているSystem.

Windows.Forms.Menuクラスには、「ContextMenuクラ

ス」「MenuItemクラス」という2つのクラスも派生して

います。

メニュー項目の作成

フォーム上でMainMenuコントロールへメニュー項目

を作成するのは、とても簡単な作業です。

ツールウィンドウからフォームに、MainMenuコント

ロールをドラッグ＆ドロップすると、メニューが表示さ

れる位置に、「ここに入力」と書かれたボックスが表示

されます。そのボックスをクリックすると入力可能な状

態になり、同時にボックスの右側には「同じ階層のメニ

ュー項目を作成するボックス」、下側には「次の階層の

メニュー項目を作成するボックス」が表示されます（図

3）。このボックスへどんどんメニュー項目を作成してゆ

けばよいというわけです。

まずは基本から

では、例としてお約束のように、ルートメニューに

“ファイル”というメニューを作成してみましょう。

一番初めに表示されたボックスへ「ファイル(&F)」と

入力します。この「(&F)」は、アクセスキーを表わし、

アプリケーションを使用するユーザーが、［Alt］キーと

同時にこのキー（この場合は［F］）を押せばメニューへ

アクセスすることができるものです。アクセスキーは、

「“&”記号＋アクセスキーに使用するキー」という文字

列で表わすように決められています。

また、これは必須ではありませんが、アクセスキーは

メニュー項目の最後にカッコ付きで表わすのが一般的で

す（図4）［注1］。

続けて［ファイル］メニューの下の階層に、［新規作

成］［開く］［閉じる］［終了］というメニューも作成して

みましょう。図5の［閉じる］メニューと［終了］メニ

※連結線は派生を表わします
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図2：MainMenuクラス階層図 図3：メニュー項目の作成
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図4：アクセスキー

アクセスキーを指定
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注1）英語圏のアプリケーションなどの場合には、メニュー項目の項目名
の頭文字をそのまま「&File」などとしてアクセスキーにするものが多い
ようです。




